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「サステナブルファッション」に関する消費者意識調査（概要）

 消費者庁では、地域の活性化や雇用なども含む、人・社会・地域・環境に配慮した
消費行動である「エシカル消費」の普及啓発を行っており、今年度は、ファッション
（主に衣服）分野に対する取組を強化することとしている。

 消費者のサステナブルファッションに関する意識を把握し、消費者への普及啓発を
進める際の参考とすることを目的として、インターネットによる調査を実施。

●調査期間 ：令和３年７月20日(火)～７月26日(日)
●調査対象者：全国の15歳～69歳の男女2,000人

※性別、年代別、地域別による割付あり

• nは回答者数、M.T.は複数回答の質問において回答数の合計を表している。
• 回答率(％)は小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示している。

このため、合計数値は必ずしも100％とはならない場合がある。
• 複数回答の設問は、回答率(％)の合計が100％を超える場合がある。
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サステナブルファッションに関する消費者意識調査まとめ

 衣服の購入時には価格やデザインを重視する傾向にあり、サステナブルファッションに関連する要素のうち、
「着回しのしやすさ」、「耐久性」を考慮する消費者は一定程度いるものの「環境や人・社会に配慮した製法や
素材を使っているかどうか」、「リサイクルやリメイクしやすいかどうか」を考慮する消費者の割合は低い。年代
別では10代・20代が相対的に高い。

 古着の購入に対しては特に高齢層の女性には「強い抵抗感がある」との回答が多く、年齢層が高くなるほど抵
抗感を有する割合が高まる傾向にある。

 購入したが着用しなかった衣服に関して尋ねたところ、「ほとんど着ることがなかったものはない」との回答の
割合が３割程度であり、約７割が、何らかの理由で購入後に着用しなかった衣服があると言える結果となっ
た。性別では男性の方が女性より「ほとんど着ることがなかったものはない」が倍ほど多く、女性は「気心地が
悪かったため」、「似合わなかったため」との理由で着用しなかったとの回答の割合が男性より高い。

 衣服の処分方法については、サステナブルファッションに関連する要素のうち、年齢・性別では10代から40代
の女性で「フリマアプリやリサイクルショップで売る」、10代・20代、30代で「お店の回収サービスを利用する」と
の回答の割合が高い。

 「どのような取組が行政や企業においてなされると、可燃ごみに出す以外の方法をとることができると思いま
すか」との質問については、「自治体での衣服の回収」、「企業の回収ボックスの近隣での設置」との回答の割
合が高い。

 衣服を選択する際にサステナブルファッションに向けた取組について考慮していることを尋ねたところ、「特に
なし」と回答する消費者が過半数を占めた。考慮していることでは、「リサイクル素材・再生素材を使用」、「素
材の情報を詳細に提供」、「処分後のリサイクルを考えて設計・製造」、「環境負荷に少ない工程で製造」、
「オーガニックコットンを使用」との回答の割合が比較的高い。

 「行政や企業でどのような情報提供や取組がなされれば、自分もサステナブル（持続可能）なファッションを実
践しようと思いますか」との質問については、「リサイクルの方法を示し、リサイクルしやすくする」、「サステナブ
ルなファッションでも価格がそれほど変わらないようにする」、「長く利用できるようなリペアやリユースの情報を
提供する」、「サステナブルなファションとは何かをわかりやすく広報する」との回答の割合が比較的高い。
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衣服の保有数①

 全体として、男性より女性の方が衣服の保有数が多い傾向にある。

 保有数を「把握できていない」割合が男性に比べて女性の方が高い。

 男女とも、「10～50着未満」保有との回答の割合が最も高い。

答え1つ

Q1．現在、クローゼット（押入れ、タンス）等で保有している衣服（下着やパジャマは除く）は合計で何着くらいありますか。
※ご家族のものは含まず、ご自身のもののみでお答えください。

10着未満
10.5%

10～50着未満
48.6%

50～100着未満
16.3%

100着以上
6.4%

把握できていない
18.2%

（全体） (n=2000）

16.4%

4.5%

55.5%

41.6%

9.0%

23.7%

3.3%

9.6%

15.9%

20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

10着未満 10～50着未満 50～100着未満

100着以上 把握できていない

３

（全体・性別） (n=2000)

(n=1009)

(n=991)



衣服の保有数②

 女性は年齢層が高くなるほど衣服の保有数が増えていく傾向にある。

答え1つ

Q1．現在、クローゼット（押入れ、タンス）等で保有している衣服（下着やパジャマは除く）は合計で何着くらいありますか。
※衣服の保管場所にどの程度スペースを要していますか。
※ご家族のものは含まず、ご自身のもののみでお答えください。

9.8%

5.1%

3.4%

3.4%

2.3%

47.9%

54.0%

44.4%

30.9%

33.8%

17.8%

19.3%

22.4%

32.4%

24.9%

2.5%

6.8%

10.8%

8.7%

16.9%

22.1%

14.8%

19.0%

24.6%

22.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

14.0%

12.6%

20.8%

17.1%

15.6%

52.9%

55.5%

54.2%

62.9%

51.7%

7.6%

5.5%

8.8%

7.1%

15.6%

4.1%

2.7%

2.1%

3.3%

4.4%

21.5%

23.6%

14.2%

9.5%

12.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

10着未満

10～50着未満

50～100着未満

100着以上

把握できていない

（男性・年代別） (n=1009)

（女性・年代別） (n=991)

(n=172)

(n=182)

(n=240)

(n=210)

(n=205)

(n=172)

(n=176)

(n=232)

(n=207)

(n=213) ４



衣服の保管場所の広さ

 衣服の保管場所の広さでは「１～２畳未満（ダンス、ウォークインクローゼット、押し入れ、納戸などの合計）」と
の回答の割合が最も高く、次に「２～３畳未満（ダンス、ウォークインクローゼット、押し入れ、納戸などの合
計） 」、「１畳未満（ダンス、ウォークインクローゼット、押し入れ、納戸などの合計） 」であった。

 保管場所の広さを「把握できていない」との回答の割合も比較的高く、13.8％を占めている。

答え1つ

Q2．衣服の保管場所にどの程度スペースを要していますか。

1畳未満（タンス、ハンガーラック

などの合計）

17.2%

1～2畳未満（タンス、ウォー

クインクローゼット、押し入

れ、納戸などの合計）
39.0%

2～3畳未満（タンス、ウォークインクローゼッ

ト、押し入れ、納戸などの合計）

20.0%

3～6畳未満（衣裳部屋、外部倉庫

保管分などの合計）

7.8%

6畳以上

2.4% 把握できていない

13.8%

（全体） (n=2000)
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32.1%

8.1%

4.0%

1.3%

2.1%

6.5%

54.2%

64.8%

47.5%

26.5%

10.6%

16.3%

5.0%

15.0%

30.0%

35.5%

21.3%

2.5%

0.6%

3.0%

10.3%

20.6%

48.9%

2.5%

8.2%

9.1%

8.3%

16.1%

17.0%

72.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1畳未満（タンス、ハンガーラッ

クなどの合計）

1～2畳未満（タンス、ウォーク

インクローゼット、押し入れ、

納戸などの合計）

2～3畳未満（タンス、ウォーク

インクローゼット、押し入れ、

納戸などの合計）

3～6畳未満（衣裳部屋、外部

倉庫保管分などの合計）

6畳以上

把握できていない

10着未満

10～50着未満

50～100着未満

100着以上

把握できていない

衣服の保管場所の広さと保有数

 衣服の保有数を把握できていない場合は、５割以上が衣服の保管場所の広さも把握できていない。

 衣服の保管場所の広さを把握できていない場合は、７割以上が衣服の保有数も把握できていない。

 逆に衣服の保有数を把握できている場合は、保有数を把握できていない場合に比べ、保有数が多くても衣服
の保管場所の広さを把握している割合が高い。

52.4%

19.1%

5.2%

1.6%

7.7%

30.0%

52.0%

35.9%

18.0%

19.5%

7.6%

19.5%

36.8%

32.0%

9.1%

1.0%

4.2%

16.9%

25.0%

6.9%

0.5%

0.5%

3.1%

18.0%

2.2%

8.6%

4.6%

2.1%

5.5%

54.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

10着未満

10～50着未満

50～100着未満

100着以上

把握できていない

1畳未満（タンス、ハンガー

ラックなどの合計）

1～2畳未満（タンス、ウォー

クインクローゼット、押し入

れ、納戸などの合計）

2～3畳未満（タンス、ウォー

クインクローゼット、押し入

れ、納戸などの合計）

3～6畳未満（衣裳部屋、外

部倉庫保管分などの合計）

6畳以上

把握できていない

答え1つ

Q2．衣服の保管場所にどの程度スペースを要していますか。

（全体・保管場所別）（全体・保有数別） (n=2000)

(n=210)

(n=972)

(n=326)

(n=128)

(n=364)

答え1つ

Q1．現在、クローゼット（押入れ、タンス）等で保有している衣服（下着やパジャマは除く）は合計で何着くらいありますか。
※衣服の保管場所にどの程度スペースを要していますか。
※ご家族のものは含まず、ご自身のもののみでお答えください。

６

(n=343)

(n=779)

(n=400)

(n=276)

(n=155)

(n=47)

(n=2000)



衣服の購入動機

 全体として、「暑い・寒いとき、気に入った服を目にしたときやバーゲンなどが購入動機で、計画性はない」との
回答が半数近くを占めている。

 若い年代の方が「ある程度、計画的に衣服を購入している」との回答の割合は比較的高く、年齢層が高い方
が「暑い・寒いとき、気に入った服を目にしたときやバーゲンなどの購入動機で、計画性がない」との回答の割
合が高い傾向がある。

Q3．衣服を入手するときの態度として最も当てはまるものはどれですか。

ある程度、計画的に

衣服を購入している

29.1%

暑い・寒いとき、気に入った服を目に

したときやバーゲンなどが購入動機

で、計画性はない
49.4%

購入動機は、SNS等

に投稿するためとい

うことが多い
1.0%

ほとんど購入しない（必要に

応じてレンタルしたり手作りし

たりする）
9.5%

当てはまるもの

はない

11.2%

（全体・年代別） (n=2000）（全体） (n=2000)

31.9%

34.9%

29.0%

27.6%

23.2%

40.0%

43.0%

53.2%

50.1%

57.2%

2.7%

1.1%

0.2%

1.0%

0.2%

9.0%

8.1%

7.6%

12.7%

9.8%

16.4%

12.8%

10.0%

8.6%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

ある程度、計画的に衣服を購入している

暑い・寒いとき、気に入った服を目にしたときやバーゲンなどが購入動機で、計画性はない

購入動機は、SNS等に投稿するためということが多い

ほとんど購入しない（必要に応じてレンタルしたり手作りしたりする）

当てはまるものはない

(n=335)

(n=358)

(n=472)

(n=417)

(n-418)

答え1つ

７



衣服の入手先

 衣服の入手先として、「ファストファッションブランド店」 、「一般小売店」、 「ネット通販」、 「デパート」が大半を
占めている。

 衣服の再利用に関連する要素のうち、「フリーマーケット（アプリを含む）」、「古着屋（ヴィンテージショップ等）」
「リサイクルショップ」の回答の割合が比較的高い。

 衣服の入手先として、「シェアリングサービス」、「レンタルサービス」、「サブスクリプションサービス」の回答の
割合はかなり低い状況である。

 年代により傾向に大きな違いはない。

Q4．どのような場所（お店）で衣服を入手していますか。

24.3%

47.0%

53.9%

40.6%

7.8%

6.6%

6.6%

0.8%

1.0%

1.0%

9.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

デパート

一般小売店

ファストファッションブランド店

ネット通販

フリーマーケット（アプリを含む）

古着屋（ヴィンテージショップ等）

リサイクルショップ

シェアリングサービス

レンタルサービス

サブスクリプションサービス

その他

答えいくつでも

11.6%

13.6%

10.7%

12.1%

13.4%

21.6%

21.6%

22.2%

24.3%

28.2%

28.3%

28.1%

26.9%

27.2%

25.3%

20.8%

18.4%

21.1%

21.5%

19.8%

5.0%

4.0%

5.5%

3.4%

1.7%

3.8%

3.8%

4.4%

2.5%

1.9%

2.5%

3.7%

3.8%

3.5%

2.7%

0.5%

1.1%

0.2%

0.1%

0.1%

1.1%

0.9%

0.4%

0.2%

0.0%

0.6%

0.9%

0.4%

0.2%

0.3%

4.4%

4.0%

4.3%

4.8%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

デパート 一般小売店
ファストファッションブランド店 ネット通販
フリーマーケット（アプリを含む） 古着屋（ヴィンテージショップ等）
リサイクルショップ シェアリングサービス
レンタルサービス サブスクリプションサービス
その他

（全体・年代別）（全体） (n=2000 M.T.=3981) ※分母：各世代のM.T.にて算出(n=2000 M.T.=3981) ※分母：nにて算出

(n=335 M.T.=640)

(n=358 M.T.=759)

(n=472 M.T.=971)

(n=417 M.T.=827)

(n=418 M.T.=784)

８



衣服の購入時に重視する点

 全体として、衣服の購入時に「価格」と「デザイン」を重視する傾向がある。

 衣服の購入時にサステナブルファッションに関連する要素として、「着回しのしやすさ」、「耐久性」を考慮する
消費者は比較的いる一方、「環境や人・社会に配慮した製法や素材を使っているかどうか」、「リサイクルやリ
メイクがしやすいかどうか」を考慮する割合は低い。その中でも年齢別に見れば10代・20代で意識が相対的に
高く、それ以外の世代で低い。

Q5．衣服を購入するときに重視することは何ですか。3つまでお答えください。
※該当の選択肢がない場合でも、強いて言えばでお答えください。

79.1%

11.4%

70.0%

15.4%

49.9%

13.3%

1.7%

0.5%

1.0%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

価格

流行・トレンド

デザイン

ブランド・メーカー名

着回しのしやすさ

耐久性

環境や人・社会に配慮した製法や素材を使って

いるかどうか

リサイクルやリメイクがしやすいかどうか

SNS映えがよいかどうか

その他

（全体） (n=2000 M.T.=4943) ※分母：nにて算出答え最大3つ

９

3.0%

1.4%

1.5%

1.4%

1.4%

1.5%

0.3%

0.4%

0.5%

0.0%

0.0% 0.5% 1.0% 1.5% 2.0% 2.5% 3.0% 3.5%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

環境や人・社会に配慮した製法や素材を使っているかどうか

リサイクルやリメイクがしやすいかどうか

(n= 335 M.T.=787)

(n=358 M.T.=880)

(n=472 M.T.=1182)

(n=417 M.T.=1041)

(n=418) M.T.=1053

（全体・年代別） (n=2000 M.T.=4943) ※分母：nにて算出



衣服の保有数と購入時に重視する点

 男女とも、衣服の保有数が多いほど、衣服の購入時に重視する点において「価格」の割合は低くなり、逆に
「流行・トレンド」、「デザイン」を重視する割合が高くなる傾向がある。

 衣服の保有数にかかわらず、「環境や人・社会に配慮した製法や素材を使っているかどうか」や「リサイクルや
リメイクがしやすいかどうか」という項目について、重視している割合は低い。

Q5．衣服を購入するときに重視することは何ですか。3つまでお答えください。
※該当の選択肢がない場合でも、強いて言えばでお答えください。

38.3%

34.2%

28.9%

24.4%

33.9%

1.2%

3.5%

5.8%

17.4%

2.7%

25.0%

27.4%

29.8%

30.2%

24.6%

7.4%

8.4%

12.4%

9.3%

7.0%

14.2%

16.4%

12.0%

14.0%

14.6%

9.0%

8.0%

8.7%

2.3%

5.0%

1.2%

0.9%

1.2%
0.0%

0.3%

0.3%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.3%

0.0%

0.4%

0.0%2.7%

3.1%

0.8%

0.8%

2.3%

9.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10着未満

10～50着未満

50～100着未満

100着以上

把握できていない

価格

流行・トレンド

デザイン

ブランド・メーカー名

着回しのしやすさ

耐久性

環境や人・社会に配慮した製法や素材を使っているかどうか

リサイクルやリメイクがしやすいかどうか

SNS映えがよいかどうか

その他

36.1%

31.8%

28.7%

25.4%

30.7%

3.1%

5.3%

5.9%

7.2%

3.9%

22.7%

29.4%

29.3%

31.1%

30.3%

4.1%

2.9%

5.4%

6.1%

4.1%

23.7%

24.7%

25.8%

26.1%

22.0%

3.1%

4.3%

2.9%

1.9%

2.5%

0.0%

0.5%

0.5%

0.8%

0.4%

2.1%

0.0%

0.2%

0.0%

0.2%

2.1%

0.2%

0.0%

0.4%

0.8%

3.1%

0.8%

1.4%

1.1%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10着未満

10～50着未満

50～100着未満

100着以上

把握できていない

（女性・保有数別）

（男性・保有数別） (n=1009 M.T.=2358) ※分母：各保有数のM.T.にて算出

(n=991 M.T.=2585) ※分母：各保有数のM.T.にて算出

(n=560 M.T.=1405)

(n=165 M.T.=324)

(n=91 M.T.=242)

(n=33 M.T.=86)

(n=160 M.T.=301)

(n=45 M.T.=97)

(n=412 M.T.=1094)

(n=235 M.T.=648)

(n=95 M.T.=264)

(n=204 M.T.=482)

答え最大3つ
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古着への抵抗感

 男女とも、古着について「まったく抵抗感はない」と「あまり抵抗感はない」と回答した割合は３割程度、「やや
抵抗感がある」と「強い抵抗感がある」と回答した割合が５割程度だった。

 古着の購入については特に年齢層の高い女性では「強い抵抗感がある」との回答の割合が高く、年齢層が高
くなるほど抵抗感があるとの回答の割合が高まる傾向にある。

答え1つ

Q6．古着の購入について、あなたの感覚に最も近いものはどれですか。

（全体）

まったく抵抗

感はない
9.4%

あまり抵抗感

はない
18.7%

どちらともい

えない
20.1%

やや抵抗感

がある
26.6%

強い抵抗感

がある
25.3%

(n=2000)

8.1%

8.8%

13.8%

8.1%

6.3%

20.9%

18.7%

15.0%

21.4%

16.6%

30.2%

24.7%

19.6%

20.0%

23.9%

22.7%

19.8%

28.3%

30.0%

23.4%

18.0%

28.0%

23.3%

20.5%

29.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

まったく抵抗感はない

あまり抵抗感はない

どちらともいえない

やや抵抗感がある

強い抵抗感がある

10.4%

8.0%

10.3%

11.1%

8.0%

25.8%

22.2%

22.0%

12.6%

14.6%

19.6%

17.0%

17.2%

17.4%

13.6%

27.0%

26.7%

28.9%

27.5%

29.1%

17.2%

26.1%

21.6%

31.4%

34.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

（男性・年代別） (n=1009)

（女性・年代別） (n=991)

(n=172)

(n=182)

(n=240)

(n=210)

(n=205)

(n=163)

(n=176)

(n=232)

(n=207)

(n=213)
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古着の購入促進に向けた要望

 「古着を購入する人が増えるためには、どのような取組が必要と感じますか」との質問では、 「よい状態の古
着だけを販売する」、「できるだけ低価格で販売する」、「デザインやサイズの品揃えをよくする」との回答の割
合が高い。

 一方、要望が「特になし」との回答の割合も高い傾向にある。

Q7．古着を購入する人が増えるためには、どのような取組が必要と感じますか。3つまでお答えください。

28.8%

43.5%

40.0%

11.4%

15.1%

6.7%

9.4%

0.8%

29.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

デザインやサイズの品揃えをよくする

よい状態の古着だけを販売する

できるだけ低価格で販売する

販売店舗を増やす

人気のあるブランド・メーカーの古着を販売する

個人で古着の出品・購入ができるサービスの情報を提

供する

古着購入後にお直し・リメイクができるサービスの情報

を提供する

その他

特になし

答え最大3つ

（全体） (n=2000 M.T.=3699) ※分母：nにて算出
＜その他意見（16件）＞

• 古着を清潔な状態で販売する、消毒・殺菌の
徹底、古着の独特のニオイを無くす等

• 豊富なサイズ、大きいサイズを取り揃える等

• 店舗が見合った価格で買い取りをしてあげ
る、無料で交換出来る

• 取り扱いブランドが多く、素材等で検索しや
すくする
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古着への抵抗感と古着の購入促進に向けた要望

 古着の購入について「まったく抵抗感はない」と「あまり抵抗感はない」と回答した消費者では、「できるだけ低
価格で販売する」取組が必要とする回答の割合が高い。

 古着の購入について「強い抵抗感がある」と「やや抵抗感がある」と回答した消費者では、「よい状態の古着だ
けを販売する」ことが必要とする回答の割合が高い。

20.7%

20.4%

15.5%

13.0%

10.7%

20.7%

23.4%

19.9%

28.5%

22.3%

25.7%

26.7%

22.1%

20.7%

14.2%

10.0%

8.0%

7.4%

4.5%

2.9%

6.9%

9.5%

8.1%

8.9%

6.3%

6.0%

4.5%

3.8%

3.5%

1.2%

5.0%

5.0%

4.8%

5.6%

4.9%

1.2%

0.5%

0.3%

0.3%

0.3%

3.8%

2.0%

18.1%

15.0%

37.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まったく抵抗感はない

あまり抵抗感はない

どちらともいえない

やや抵抗感がある

強い抵抗感がある

デザインやサイズの品揃えをよくする

よい状態の古着だけを販売する

できるだけ低価格で販売する

販売店舗を増やす

人気のあるブランド・メーカーの古着を販売する

個人で古着の出品・購入ができるサービスの情報を提供する

古着購入後にお直し・リメイクができるサービスの情報を提供する

その他

特になし

答え最大3つ

Q7．古着を購入する人が増えるためには、どのような取組が必要と感じますか。3つまでお答えください。

（全体）

(n=188 M.T.=420)

(n=2000 M.T.=3699) ※分母：各抵抗感のM.T.にて算出

(n=374 M.T.=842)

(n=402 M.T.=714)

(n=531 M.T.=965)

(n=505 M.T.=758)
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購入した衣服の着用状況及び着用しなかった理由①

 「ほとんど着ることがなかったものはない」との回答の割合は約３割であり、約７割の消費者が何らかの理由で
購入後に着用しなかった衣服があると言える結果となった。

 購入した衣服を着用しなかった理由として、「似合わなかったため」、「着心地が悪かったため」、「サイズが
違っていたため」との回答の割合が高い。

Q8．購入した衣服の中で、ほとんど着ることがなかったものはありますか。ある方は、着ることがなかった理由をお答えください。

27.5%

25.0%

37.2%

35.3%

11.8%

5.6%

2.2%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

ほとんど着ることがなかったものはない

サイズが違っていたため

似合わなかったため

着心地が悪かったため

同じような衣服があったため

すぐに流行遅れになったため

SNSに投稿を終えたため

その他

答えいくつでも

１４
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購入した衣服の着用状況及び着用しなかった理由②

 男性は「ほとんど着ることがなかったものはない」との回答の割合が女性の倍近く高い。

 購入した衣服を着用しなかった理由として、女性は「着心地が悪かったため」や「似合わなかったため」との回
答の割合が男性に比べて高い。

32.9%

28.5%

25.7%

24.1%

23.5%

15.4%

17.1%

21.9%

18.7%

20.0%

18.0%

18.3%

18.4%

25.2%

18.9%

17.1%

20.7%

22.2%

21.6%

22.8%

8.3%

8.1%

6.3%

7.2%

9.8%

4.4%

4.1%

3.5%

2.2%

3.5%

3.9%

3.3%

0.6%

0.4%

1.1%

0.0%

0.0%

1.3%

0.7%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

ほとんど着ることがなかったものはない
サイズが違っていたため
着心地が悪かったため
似合わなかったため
同じような衣服があったため
すぐに流行遅れになったため
SNSに投稿を終えたため
その他

12.8%

12.8%

10.2%

11.8%

13.6%

18.0%

17.1%

15.1%

15.8%

13.3%

23.2%

26.0%

28.3%

29.2%

32.3%

31.2%

31.3%

32.6%

27.6%

24.8%

7.6%

6.0%

7.3%

9.0%

11.2%

3.2%

5.0%

4.3%

5.0%

3.3%

3.6%

1.4%

1.1%

0.6%

0.6%

0.4%

0.4%

1.1%

0.9%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

答えいくつでも

Q8．購入した衣服の中で、ほとんど着ることがなかったものはありますか。ある方は、着ることがなかった理由をお答えください。

（男性・年代別）

（女性・年代別）

(n=1009 M.T.=1352) ※分母：各世代のM.T.にて算出

(n=991 M.T.=1555) ※分母：各世代のM.T.にて算出

＜その他意見（19件）＞

• 着る機会がなかった、着ていくふさ
わしい場所がなかったため等

• もったいなくて、そのまましまってい
る、大切にしすぎて着なかった

• 買ったことを忘れていた、忘れてた

• 着方が難しい、買って満足、気が変
わった

• 画像と違うものであったため、発表
会用など、何度も同じものを着るわ
けにはいかないもの

(n=172 M.T.=228)

(n=182 M.T.=246)

(n=240 M.T.=315)

(n=210 M.T.=278)

(n=205 M.T.=285)

(n-163 M.T.=250)

(n=176 M.T.=281)

(n=232 M.T.=371)

(n=207 M.T.=322)

(n=213 M.T.=331) １５



衣服の保有数と購入した衣服を着用しなかった理由

 衣服の保有数が少ないほど、「ほとんど着ることがなかったものはない」との回答の割合が高い。

 衣服を「100着以上」保有すると回答した消費者では、ほとんど着ることがなかった服があった理由として、「同
じような衣服があったため」との回答の割合が高い。

Q8．購入した衣服の中で、ほとんど着ることがなかったものはありますか。ある方は、
着ることがなかった理由をお答えください。

答えいくつでも

Q1．現在、クローゼット（押入れ、タンス）等で保有している衣服（下着やパジャマは除く）
は合計で何着くらいありますか。
※衣服の保管場所にどの程度スペースを要していますか。
※ご家族のものは含まず、ご自身のもののみでお答えください。

35.0%

17.8%

11.0%

7.9%

27.7%

17.3%

18.2%

19.4%

16.5%

11.9%

21.5%

27.7%

27.4%

21.1%

21.6%

15.0%

25.1%

26.7%

28.5%

21.8%

7.3%

7.0%

8.6%

16.1%

7.1%

1.9%

3.4%

5.2%

5.8%

3.6%

1.5%

0.3%

0.6%

2.5%

5.7%

0.4%

0.4%

1.1%

1.7%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10着未満

10～50着未満

50～100着未満

100着以上

把握できていない

ほとんど着ることがなかったものはない サイズが違っていたため 似合わなかったため

着心地が悪かったため 同じような衣服があったため すぐに流行遅れになったため

SNSに投稿を終えたため その他

(n=210 M.T.=260)

(n=972 M.T.=1392)

(n=326 M.T.=536)

(n=128 M.T.=242)

(n=364 M.T.=477)

答え1つ
（全体） (n=2000 M.T.=2907) ※分母：各保有数のM.T.にて算出

１６



衣服の保管場所の広さと購入した衣服を着用しなかった理由

 衣服の保管場所のスペースが狭い方が、「ほとんど着ることがなかったものはない」との回答の割合が高い傾
向にある。

 衣服の保管場所のスペースが「６畳以上」と回答した消費者では、ほとんど着ることがなかった服があった理
由として、 「同じような衣服があったため」との回答の割合が高い。

Q8．購入した衣服の中で、ほとんど着ることがなかったものはありますか。ある方は、
着ることがなかった理由をお答えください。

答えいくつでも
答え1つ

Q2．衣服の保管場所にどの程度スペースを要していますか。

26.0%

17.7%

11.6%

12.4%

13.6%

32.5%

15.1%

18.6%

18.1%

18.0%

13.6%

13.7%

24.7%

26.9%

27.5%

28.4%

23.5%

17.4%

23.8%

24.3%

26.9%

28.0%

17.3%

18.8%

6.2%

8.1%

9.4%

8.8%

17.3%

5.7%

3.8%

3.5%

4.7%

4.0%

7.4%

2.6%

0.2%

0.4%

0.5%

0.0%

4.9%

9.1%

0.2%

0.5%

1.3%

0.4%

2.5%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1畳未満（タンス、ハンガーラックなどの合計）

1～2畳未満（タンス、ウォークインクローゼット、押し入れ、納戸などの合計）

2～3畳未満（タンス、ウォークインクローゼット、押し入れ、納戸などの合計）

3～6畳未満（衣裳部屋、外部倉庫保管分などの合計）

6畳以上

把握できていない

ほとんど着ることがなかったものはない サイズが違っていたため 似合わなかったため 着心地が悪かったため

同じような衣服があったため すぐに流行遅れになったため SNSに投稿を終えたため その他

(n=343 M.T.=450)

（全体）

(n=779 M.T.=1139)

(n=400 M.T.=636)

(n=155 M.T.=250)

(n=47 M.T.=81)

(n=276 M.T.=351)
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21.4%

12.6%

2.7%

34.7%

36.6%

16.3%

18.9%

27.0%

10.2%

14.0%

24.6%

26.5%

24.3%

20.9%

12.8%

23.9%

28.6%

10.8%

24.9%

15.8%

8.3%

8.9%

16.2%

4.4%

5.3%

4.0%

3.6%

13.5%

2.7%

4.9%

1.0%

0.2%

5.4%

2.2%

9.8%

0.6%

0.8%

0.0%

0.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある程度、計画的に衣服を購入している

暑い・寒いとき、気に入った服を目にしたときやバーゲンなどが購入動機で、計画性はない

購入動機は、SNS等に投稿するためということが多い

ほとんど購入しない（必要に応じてレンタルしたり手作りしたりする）

当てはまるものはない

ほとんど着ることがなかったものはない サイズが違っていたため 着心地が悪かったため
似合わなかったため 同じような衣服があったため すぐに流行遅れになったため
SNSに投稿を終えたため その他

衣服の購入動機と購入した衣服を着用しなかった理由

 「ある程度、計画的に衣服を購入している」場合は、「暑い・寒いとき、気に入った服を目にしたときやバーゲン
などが購入動機で、計画性はない」場合に比べ、「ほとんど着ることがなかったものはない」との回答の割合が
高い。

Q8．購入した衣服の中で、ほとんど着ることがなかったものはありますか。ある方は、着ることがなかった
理由をお答えください。

（全体） (n=2000 M.T.=2907) ※分母：各購入動機のM.T.にて算出

Q3．衣服を入手するときの態度として最も当てはまるものはどれですか。

答え1つ

(n=987 M.T.=1547)

(n=19 M.T.=37)

(n=189 M.T.=225)

(n=224 M.T.=265)

(n=581 M.T.=833)

答えいくつでも
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まだ着られる衣服の処分方法①

 まだ着られる衣服の１番目に多い処分方法では「タンス等にしまい込んでいる」が約５割、「可燃ごみとして捨
てる」が約２割、２番目・３番目に多い処分方法では、「可燃ごみとして捨てる」との回答の割合が最も高い。

 サステナブルファッションに関連する要素のうち、「フリマアプリやリサイクルショップで売る」、次に「お店の回
収サービスを利用する」との回答の割合が高くなっている。

 「どのような取組が行政や企業においてなされると、可燃ごみに出す以外の方法をとることができると思いま
すか」との問いに対しては、「自治体での衣服の回収」や「企業の回収ボックスの近隣での設置」との回答の割
合が高い。

50.3%

35.3%

18.3%

23.5%

33.1%

0.5%

59.0%

41.6%

18.8%

30.5%

29.5%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自治体での衣服の回収

企業の回収ボックスの近隣での設置

修理・リメイク・アップサイクルサービ

スの提供

途上国等への寄付の受付

可燃ごみとして捨てる以外の方法に

関する情報提供

その他

男性 女性

50.2%

14.9%

7.1%

21.7%

32.1%

13.8%

2.9%

8.9%

8.3%

11.4%

11.8%

8.0%

1.8%

2.9%

3.2%

2.5%

6.8%

7.9%

0.3%

1.9%

3.0%

1.4%

2.4%

2.7%

8.0%

18.4%

46.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1番目に多い処分方法

2番目に多い処分方法

3番目に多い処分方法

タンス等にしまい込んでいる 可燃ごみとして捨てる
お店の回収サービスを利用する フリマアプリやリサイクルショップで売る
寄付する 友人等にあげる
リメイクする その他
当てはまるものはない

答えいくつでも

Q9．まだ着られる衣服の処分方法についてお伺いします。
あなたが実際に行なったことがある方法のうち、回数が多い順に3つまでお答えください。

答え各1つ

Q10．まだ着られる衣服の処分方法についてお伺いします。
どのような取組が行政や企業においてなされると、可燃ごみに出す以外の方法
をとることができると思いますか。

＜その他意見（28件）＞
・枚数などでポイントや割引券がもらえる、電子マネーや有料ゴミ袋と交換出来る、ポイント付与等
・施設のバザーに提供する、被災地寄付
・いい服はきちんと買い取ってあげる、オークション

男性(n=1009 M.T.=1625) 女性(n=991 M.T.=1781)（全体） (n=2000)

１９

（全体・性別）

※分母：nにて算出



6.4%

11.0%

12.9%

4.3%

2.4%

17.8%

14.8%

20.3%

13.5%

9.9%

11.0%

8.2%

7.1%

14.3%

5.4%

19.6%

22.2%

12.5%

13.5%

7.5%

7.6%

7.7%

6.7%

6.7%

5.4%

10.4%

9.1%

12.1%

6.8%

7.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

（男性）10代・20代

30代

40代

50代

60代

（女性）10代・20代

30代

40代

50代

60代

1番目に多い処分方法 2番目に多い処分方法 3番目に多い処分方法

まだ着られる衣服の処分方法②

 衣服の処分方法については、サステナブルファッションに関連する要素のうち、年齢・性別では10代から40代
の女性で「フリマアプリやリサイクルショップで売る」、10代・20代、30代で「お店の回収サービスを利用する」と
の回答の割合が高い。

２０

(n=2000)

(n=172)

(n=182)

(n=240)

(n=210)

(n=205)

(n=163)

(n=176)

(n=232)

(n=207)

(n=213)

まだ着られる衣服の処分方法について、「フリマアプリやリサイクルショップで売る」と回答した割
合

4.5%

3.1%

2.5%

2.9%

1.7%

9.0%

10.3%

9.5%

7.9%

7.9%

10.7%

11.7%

5.9%

8.2%

6.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

まだ着られる衣服の処分方法について、「お店の回収サービスを利用す
る」と回答した割合

(n=335)

(n=358)

(n=472)

(n=417)

(n=418)

(n=2000)



衣服選択時の考慮点及びサステナブルファッション推進に向けた要望

 衣服を選択する際にサステナブルファッションに向けた取組について考慮していることは「特になし」と回答し
た消費者が過半数であった。

 サステナブルファッションに向けた取組について考慮している場合は、「リサイクル素材・再生素材を使用」や
「素材の情報を詳細に提供」 、 「処分後のリサイクルを考えて設計・製造」 、「環境負荷の少ない工程で製
造」 、「オーガニックコットンを使用」 への回答の割合が比較的高い。

 「行政や企業においてどのような情報提供や取組がなされれば、自分もサステナブル（持続可能）なファッショ
ンを実践しようと思いますか」との質問では「リサイクルの方法を示し、リサイクルしやすくする」、「サステナブ
ルなファッションでも価格がそれほど変わらないようにする」、「長く利用できるようなリペアやリユースの情報
を提供する」、「サステナブルなファッションとは何かを分かりやすく広報する」との回答の割合が比較的高い。

Q11．衣服の供給（製造流通）に当たっては、サステナブル（持続可能）なファッションに向
けて、以下のように様々な取組がなされています。
あなたが衣服を選択する際に考慮していることはありますか。

Q12．衣服の選択、購入、利用にあたって、行政や企業においてどのような情報提供や取
組がなされれば、自分もサステナブル（持続可能）なファッションを実践しようと思い
ますか。3つまでお答えください。

14.7%

10.1%

9.6%

9.6%

9.2%

7.5%

6.2%

6.1%

6.1%

6.0%

5.8%

5.5%

5.0%

3.6%

0.1%

56.4%

0% 50%

リサイクル素材・再生素材を使用

素材の情報を詳細に提供

処分後のリサイクルを考えて設計・製造

環境負荷の少ない工程で製造

オーガニックコットンを使用

フェアトレード基準を満たすよう製造

生産者や製造過程の情報を積極的に提供

繊維や生地のアップサイクル

レンタル・シェアリング・サブスクリプションの仕組み

地場産業・伝統技術を活用して製造

販売前にフィッティングアプリで試す仕組み

受注生産の仕組み

伝統的な染物や織物の技術を使用

合成皮革を使用

その他

特になし

28.8%

20.4%

18.9%

16.4%

14.4%

12.5%

10.3%

9.1%

0.2%

34.9%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの方法を示し、リサイクルしやすく

する

サステナブルなファッションでも価格がそれ

ほど変わらないようにする

長く利用できるようなリペアやリユースの情

報を提供する

サステナブルなファッションとは何かを分かり

やすく広報する

商品の更新（流行）のサイクルを長くする

サステナビリティに配慮した製品を数多く提

供し、好みに合うものが選べるようにする

製品ごとにその素材や製造過程について明

示する

レンタル・サブスクリプション等により、購入し

なくてもいろいろな服が着られるようにする

その他

特になし

（全体）答えいくつでも 答え最大3つ （全体） (n=2000 M.T.=3314) ※分母：nにて算出

２１

(n=2000 M.T.=3220) ※分母：nにて算出



サステナブルファッションへの考慮①

 衣服の保有数が把握できていない場合は、衣服を購入する際に何らかのサステナブルファッションに向けた
取組について考慮している割合が低い。また、衣服の保有数が多いほど、衣服を購入する際に何らかのサス
テナブルファッションに向けた取組について考慮している傾向がある。

 計画的に衣服を購入している場合は、半数以上が衣服を購入する際に何らかのサステナブルファッションに
向けた取組について考慮しており、計画性がない場合よりその割合は高い。

Q11．衣服の供給（製造流通）に当たっては、サステナブル（持続可能）なファッションに向けて、以下のように様々な取組がなされています。あなたが衣服を選択する際に考慮している
ことはありますか。

40.0%

45.2%

54.9%

59.4%

26.1%

60.0%

54.8%

45.1%

40.6%

73.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10着未満

10～50着未満

50～100着未満

100着以上

把握できていない

考慮項目あり

特になし

52.0%

44.2%

89.5%

32.8%

25.0%

48.0%

55.8%

10.5%

67.2%

75.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある程度、計画的に衣服を購入している

暑い・寒いとき、気に入った服を目にしたとき

やバーゲンなどが購入動機で、計画性はない

購入動機は、SNS等に投稿するためということ

が多い

ほとんど購入しない（必要に応じてレンタルし

たり手作りしたりする）

当てはまるものはない
考慮項目あり

特になし

（全体） (n=2000)

Q1．現在、クローゼット（押入れ、タンス）等で保有している衣服（下着やパジャマは除く）は合計で何着
くらいありますか。※ご家族のものは含まず、ご自身のもののみでお答えください。 答え1つ

答えいくつでも

（全体） (n=2000)

(n=210)

(n=972)

(n=326)

(n=128)

(n=364)

(n=581)

(n=987)

(n=19)

(n=189)

(n=224)

２２

Q3．衣服を入手するときの態度として最も当てはまるものはどれですか。

答え1つ



36.7%

46.7%

49.0%

58.7%

59.6%

24.6%

63.3%

53.3%

51.0%

41.3%

40.4%

75.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1畳未満（タンス、ハンガーラックなどの合計）

1～2畳未満（タンス、ウォークインクローゼット、押し入れ、納戸などの合計）

2～3畳未満（タンス、ウォークインクローゼット、押し入れ、納戸などの合計）

3～6畳未満（衣裳部屋、外部倉庫保管分などの合計）

6畳以上

把握できていない

考慮項目あり 特になし

サステナブルファッションへの考慮②

 衣服の保管場所が広くなるほど、衣服を選択する際に何らかのサステナブルファッションに向けた取組につい
て考慮している割合は高くなる傾向にある。

 衣服の保管場所の広さがが把握できていない場合は、衣服を選択する際に何らかのサステナブルファッショ
ンに向けた取組について考慮している割合は低い。

Q11．衣服の供給（製造流通）に当たっては、サステナブル（持続可能）なファッションに向けて、以下のように
様々な取組がなされています。あなたが衣服を選択する際に考慮していることはありますか。

答えいくつでも

（全体） (n=2000)

答え1つ

Q2．衣服の保管場所にどの程度スペースを要していますか。

２３

(n=779)

(n=400)

(n=155)

(n=47)

(n=276)

(n=343)



サステナブルファッションへの考慮③

 衣服を選択する際に何らかのサステナブルファッションに向けた取組について考慮している場合は、衣服の入
手先として「フリーマーケット（アプリを含む）」、「古着屋（ヴィンテージショップ等）」 、「リサイクルショップ」の回
答の割合が、サステナブルファッションに向けた取組について考慮していることは「特になし」の場合よりも高
い。

Q11．衣服の供給（製造流通）に当たっては、サステナブル（持続可能）なファッションに向けて、以下のように
様々な取組がなされています。あなたが衣服を選択する際に考慮していることはありますか。

答えいくつでも

Q4．どのような場所（お店）で衣服を入手していますか。

答えいくつでも

14.4%

10.0%

21.4%

25.8%

25.8%

28.3%

19.4%

21.3%

5.2%

2.7%

4.2%

2.4%

4.0%

2.5%

0.8%

0.0%

0.9%

0.1%

0.8%

0.1%

3.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

考慮項目あり

特になし

デパート 一般小売店 ファストファッションブランド店

ネット通販 フリーマーケット（アプリを含む） 古着屋（ヴィンテージショップ等）

リサイクルショップ シェアリングサービス レンタルサービス

サブスクリプションサービス その他

（全体） (n=2000 M.T.=3981) ※分母：各項目のM.T.にて算出

２４

(n=873 M.T.=1977)

(n=1127 M.T.=2004)



サステナブルファッション推進に向けた要望

 「行政や企業においてどのような情報提供や取組がなされれば、自分もサステナブル（持続可能）なファッショ
ンを実践しようと思いますか」との質問では、衣服を選択する際にサステナブルファッションに向けた取組につ
いて考慮していることは「特になし」と回答した消費者は、何らかのサステナブルファッションに向けた取組につ
いて考慮している項目を回答した消費者よりも、「特になし」との回答の割合が高い。

 衣服を選択する際にサステナブルファッションに向けた取組について考慮していることは「特になし」と回答し
た消費者でも、「リサイクル方法を示し、リサイクルしやすくする」 、「サステナブルなファッションでも価格がそ
れほど変わらないようにする」 、「サステナブルなファッションとは何かを分かりやすく広報する」、 「長く利用で
きるようなリペアやリユースの情報を提供する」との回答の割合は比較的高い。

38.4%

30.2%

28.1%

23.0%

22.7%

20.0%

18.9%

15.2%

0.1%

5.2%

21.4%

10.1%

14.5%

11.3%

7.9%

6.6%

3.5%

4.3%

0.3%

57.9%

0% 20% 40% 60%

リサイクルの方法を示し、リサイクルしやすくする

長く利用できるようなリペアやリユースの情報を提供する

サステナブルなファッションでも価格がそれほど変わらないようにする

サステナブルなファッションとは何かを分かりやすく広報する

商品の更新（流行）のサイクルを長くする

サステナビリティに配慮した製品を数多く提供し、好みに合うものが選べるようにする

製品ごとにその素材や製造過程について明示する

レンタル・サブスクリプション等により、購入しなくてもいろいろな服が着られるようにする

その他

特になし
考慮項目あり 特になし

答え最大3つ

Q12．衣服の選択、購入、利用にあたって、行政や企業においてどのような情報提供や取組がなされれば、自分もサステナブル（持続可能）なファッションを実践しようと思い
ますか。3つまでお答えください。

（全体） (n=2000 M.T.=3318) ※分母：nにて算出

２５



問 衣服については、大量生産・供給や廃棄など様々な社会的課題が指摘されています。一方、衣服の生産から着用、廃棄に至るまで、サステナブ
ル（持続可能）なファッションへの取組も広がっています。
こうしたファッション産業の現状に関するあなたの認識について、最も当てはまるものを１つ選んでください。

問 衣服を買うときに、あなたが特に重要だと思うポイントとして該
当するものを３つまで選んでください。

問 着なくなった衣服を処理する際に、あなたが実際に行ったことがある
方法のうち、回数が多いものから順に３つまで選んでください。（抜
粋）

結果（抜粋）
結果（抜粋）

 物価モニター調査（令和３年７月）によると、アパレルファッション産業の環境負荷やサプライチェーンの問題につ
いて約６割が具体的に知らないと回答するなど認知度は高くないが、こうした課題をよく知っていると回答した約４
割の消費者では、衣服を購入するときに環境・人・社会に配慮した製品を購入する割合が相対的に高いなどサス
テナブルな行動につながっている傾向がみられる。

 したがって、消費者の行動変容のためには、アパレルファッション産業の課題についての認知度を高め、さらに、
取り得る具体的な行動の内容について情報提供をすることが重要。

（参考）消費者のサステナブルファッションに関する認識と行動

２６


